
お茶会が楽しい。というのが伝わってくるでしょうか？ お客様を思いながら
一碗一碗思いを込めてお茶を点てる。亭主役は、問答がうまくできるように
何度も練習して茶会に臨む。高校生にとっては、毎日が新しい冒険。お茶席
を運営する体験は、とても大切な始めの一歩。また来年が待ち遠しい。

一期一会の若人茶会

2018
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第四回 あ・うんの数寄「若人茶会と讃岐もの」
6月から8月までの茶華道・イベント情報
財団からのお知らせ

発行・公益財団法人 中條文化振興財団
〒760－0017 高松市番町2丁目1番12号
TEL.（087）826－3355　FAX.（087）826－2212

三木高校茶華道部

高松商業高校茶道部高松工芸高校茶華道部



　今年も「若人茶会と讃岐もの」を開催致しました。
ご参加いただきました皆様には心より感謝申し上げ
ます。今後とも玉藻公園の晩春の行事のひとつとなれ
れば幸いです。
　さて、若人茶会は県内の高校、中学の茶華道部の
皆さんに参加していただきたいと考えております。会
場となる玉藻公園の披雲閣には、いろいろな大きさの
部屋がありますので、部員が少なくても、それなりに
規模の小さなお茶席が出来ます。学校の外でお茶席を
するのは緊張もありますが、お茶は勝ち負けを決める
物ではないのでバトル的な要素はありません。同世代
の皆さんがお茶で交流する楽しみもあります。来年は
ぜひともご参加下さい。お待ちしています。

◉空のお茶碗をお下げすることを忘れたり、「お下げいたします」の言葉もモゴモゴ言ってしまったり、いろいろとヤッてしまいました。（1年A.M.）
◉初めてのことで、先輩達に優しいアドバイスをしてもらったり、お客様に喜んでもらえたりして、「日本の美」である、作法、
　いや茶法をもっと身につけたいと思いました。（1年K.T.）
◉お茶会が楽しかったと思えるのは、この1ヶ月みんなで必死に練習をしてきたからだと思います！
　亭主として部員の作品をお客様に紹介した時、歓声があがるのが、毎回とても嬉しく誇りに思いました。（3年S.I.）
◉水屋って大変！水屋も茶席も見なくっちゃ！一人じゃ足りない！目が二つじゃ足りない！裏方の大変さがよく分かった。（3年A.T.）
◉心地よい疲れで家に帰り、19時間眠り続けました。（3年Y.M.）

◉初めてのお点前。先輩に憧れて、自分でも決めたんだから、その気持をバネに、毎週二回の練習を必死にやりました。
　家でもイメトレ。この喜びと達成感は初めて味わったと思います。（2年・レインボー）
◉今回は水屋を担当していたので、次はお点前に挑戦してみたいです。（2年・インコ）
◉初めてのお点前は、思ってたより遥かに難しくとても大変でしたが、人前でお茶を点ててお出しするのは面白かったです。（2年・たらこ）
◉今年は自分が先輩だという意識を持つことが出来て去年よりは落ち着いて周りを良く見てすることが出来ました。（2年M）
◉初めての亭主役。始まる前は不安だらけでしたが、正客さんとお話しするのが楽しくて回数を重ねる毎に自分なりに
　アドリブを入れる事も出来ました。貴重な経験が出来たのではないかと思います。（2年・えて九郎）

［槇の間］高松工芸高等学校茶華道部（裏千家）

［松の間］高松商業高等学校茶道部（武者小路千家）



◉着物は少し苦しかったけどお運びがうまく出来て良かったです。折り紙でお皿を作ったり色札と作ったりし
たのが楽しかったです。（小2女子）
◉たくさんのお客様で凄く緊張したけど、間違えずにお点前で来てよかったです。朝から疲れたけど、楽しかっ
たです。（小3男子）
◉お友達と一緒にお点前やお運びができてすごくうれしかったです。一日があっという間でした。着物を着て
また参加したいと思います。（小3女子）
◉お点前や半東。たくさん出番があって大変だったけど、たくさんのお客様が喜んでくれたので、よかったで
す。「お着物かわいいね」と褒めてくれたのがうれしかったです。（小6女子）

三木高校の皆さんは、若人茶会の一回目から参加して、生徒の皆さんの工夫で
毎回楽しい茶席を演出して下さいます。風炉先もオリジナル。4回目の今回は、
新しく塩谷先生をお迎えして、華やいだお席になりました。受付はOBの先輩達
が担当。アットホームな茶華道部です。

菓
子
木
型
の
現
代
の
名
工
、市
原
先
生
と
一
緒
に
茶
席
を
担
当
す
る

の
は
、財
団
の
子
供
茶
の
湯
教
室
ヤ
ン
グ
ヤ
ン
グ
の
子
ど
も
達
で
す
。

子
ど
も
達
が
成
長
し
て
今
は
入
れ
替
わ
り
の
時
期
な
の
で
、官
休
庵

の
青
年
部
の
皆
さ
ん
に
も
お
手
伝
い
い
た
だ
き
ま
し
た
。

［桐の間］三木高等学校茶華道部（裏千家）

［蘇鉄の間］わくわくチャレンジ・神前小学校（裏千家）

［杉の間］市原吉博（伝統工芸士／菓子木型）



●14代 紀太理平（茶盌・湯呑・箸置の絵付）
清
水
焼
の
元
と
な
る
京
粟
田
焼
出
身
の

森
島
作
兵
衛
を
祖
と
す
る
理
平
焼
は
讃

岐
の
お
庭
焼
き
と
し
て
14
代
。
絵
付
け

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。

●小比賀彫芸（木彫小物の色付）
木
彫
り
小
物
の
色
絵
付
け
。
欄
間
彫
刻

の
技
術
を
生
か
し
て
新
し
い
仕
事
を
創

造
さ
れ
て
い
ま
す
。
神
輿
の
彫
刻
や
、神

社
な
ど
の
修
復
も
。

●川口屋漆器店
日
本
で
も
有
名
な
漆
芸
王
国
の
讃
岐
。

伝
統
工
芸
作
品
と
生
活
の
中
で
使
わ
れ

る
作
品
に
別
れ
る
。
新
た
な
漆
の
デ
ザ

イ
ン
を
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

●大井建具店（コースター作り）
建
具
の
世
界
で
活
躍
す
る
組
手
障
子
の

技
術
を
応
用
し
た
、コ
ー
ス
タ
ー
作
り
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。
部
品
の
ひ
と
つ
ひ
と

つ
が
精
緻
に
作
ら
れ
て
い
る
。

●原和裁専門学院（お手玉作り）
昔
な
が
ら
の
小
豆
を
入
れ
た
お
手
玉

を
作
る
体
験
。
お
手
玉
も
技
を
磨
く
と

ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
に
な
り
ま
す
。
始
め
の

一
歩
で
す
ね
。

●朝倉彫刻店（お箸作り）
欄
間
の
彫
刻
は
、
日
本
家
屋
に
は
必
要

な
技
術
。
そ
れ
を
応
用
し
て
、
た
く
さ

ん
の
木
の
種
類
の
中
か
ら
選
ん
で
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
箸
作
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

●田井民芸（張り子虎の色付）
主
に
西
讃
地
域
で
子
供
の
成
長
を
願
っ

て
お
祝
い
に
贈
ら
れ
た
張
り
子
の
虎
。

本
物
は
子
供
が
乗
れ
る
大
き
な
物
ま
で

あ
り
ま
す
。

●張子工房ウスイ（張子の色付）
ほ
う
こ
う
さ
ん
で
有
名
な
高
松
張
子

は
、張
子
の
種
類
も
多
く
、色
付
け
の
体

験
は
大
人
気
で
し
た
。
大
人
も
童
心
に

返
っ
て
真
剣
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

●讃岐かがり手まり保存会（巻きまり作り）
か
が
り
手
ま
り
は
、
西
讃
地
方
で
特
産

だ
っ
た
綿
糸
を
草
木
染
め
し
て
出
来
て

い
ま
す
。
近
年
、新
た
な
デ
ザ
イ
ン
を
得

て
蘇
っ
た
伝
承
技
術
で
す
。

●一閑張屋
坂
出
を
中
心
に
、
民
芸
品
と
し
て
一
世

を
風
靡
し
た
一
閑
張
。
小
物
の
製
造
だ

け
で
な
く
、
家
具
の
再
生
な
ど
に
も
応

用
で
き
る
技
術
で
す
。

﹇
讃
岐
も
の
﹈
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ



　

六
月
　

◆	

書
道
教
室　

毎
月
第
一
・
第
三
金
曜
日

	

森
本
義
人
先
生

	

六
月
一
日（
金
）・
十
五
日（
金
）

	

午
前
十
時
〜
十
二
時

◆	

懐
石
講
座　

三
友
居　

山
本
勝
先
生

	

六
月
五
日（
火
）午
前
十
一
時
・
午
後
三
時

◆	

和
菓
子
講
座　

毎
月
第
二
金
曜
日

	

高
橋
初
乃
先
生

	

六
月
八
日（
金
）午
前
十
時
〜
十
二
時

◆	

ヤ
ン
グ
ヤ
ン
グ（
子
供
茶
の
湯
教
室
）

	

山
下
純
子
先
生

	

六
月
九
日（
土
）・
三
十
日（
土
）

	

午
後
一
時
〜

◆	

六
月
月
釜　

五
人
様
茶
会

	

日
時　

六
月
十
七
日（
日
）

	

処　
　

美
藻
庵　

晴
松
亭（
当
財
団
茶
室
）

	

席
主　

男
性
茶
道
軍
団　

茶
楽

	

茶
席　

濃
茶
・
薄
茶
・
点
心
席

	

会
費　

五
千
円

	

入
席
時
間（
各
席
二
時
間
十
五
分
を
予
定
）

	

第
一
席　

Ａ
席
・
Ｂ
席　

九
時

	

第
二
席　

Ａ
席
・
Ｂ
席　

十
時
三
十
分

	

第
三
席　

Ａ
席
・
Ｂ
席　

十
一
時
十
五
分

	

第
四
席　

Ａ
席
・
Ｂ
席　

十
二
時
四
十
五
分

	

第
五
席　

Ａ
席
・
Ｂ
席　

十
四
時
十
五
分

◆	

月
に
一
度
の
喫
茶
室　

毎
月
第
三
火
曜
日

	

六
月
十
九
日（
火
）午
前
十
時
〜
午
後
四
時
迄

	
自
由
な
お
時
間
に
お
出
掛
け
下
さ
い
。

	
ラ
ン
チ
は
要
予
約
で
す
。

　

七
月
　

◆	

書
道
教
室　

森
本
義
人
先
生

	

七
月
六
日（
金
）・
二
十
日（
金
）

	

午
前
十
時
〜
十
二
時

◆	

和
菓
子
講
座　

高
橋
初
乃
先
生

	

七
月
十
三
日（
金
）午
前
十
時
〜
十
二
時

◆	

ヤ
ン
グ
ヤ
ン
グ（
子
供
茶
の
湯
教
室
）

	

山
下
純
子
先
生

	

七
月
十
四
日（
土
）・
二
十
八
日（
土
）

	

午
後
一
時
〜

◆	

月
に
一
度
の
喫
茶
室　

毎
月
第
三
火
曜
日

	

七
月
十
七
日（
火
）午
前
十
時
〜
午
後
四
時
迄

	

自
由
な
お
時
間
に
お
出
掛
け
下
さ
い
。

	

ラ
ン
チ
は
要
予
約
で
す
。

◆	

あ
・
う
ん
の
数
寄
講
座

	

「
茶
の
湯
を
さ
ら
に
楽
し
む
夏
期
講
習
」

	

七
月
二
十
九
日（
日
）

	

講
師
等
詳
細
は
、最
終
ペ
ー
ジ
に
記
載

　

八
月
　

◆	

書
道
教
室　

森
本
義
人
先
生

	

八
月
三
日（
金
）・
十
七
日（
金
）

	

午
前
十
時
〜
十
二
時

◆	

あ
・
う
ん
の
数
寄
講
座

	

「
茶
の
湯
を
さ
ら
に
楽
し
む
夏
期
講
習
」

	

八
月
四
日（
土
）・
五
日（
日
）・
十
八
日（
土
）・

二
十
六
日（
日
）

	

講
師
等
詳
細
は
、最
終
ペ
ー
ジ
に
記
載

◆	

懐
石
講
座　

三
友
居　

山
本
勝
先
生

	

八
月
七
日（
火
）午
前
十
一
時
・
午
後
三
時

◆	

和
菓
子
講
座　

高
橋
初
乃
先
生

	

八
月
十
日（
金
）午
前
十
時
〜
十
二
時

◆	

ヤ
ン
グ
ヤ
ン
グ（
子
供
茶
の
湯
教
室
）

	

山
下
純
子
先
生　

	

八
月
十
一
日（
土
）・
二
十
五
日（
土
）

	

午
後
一
時
〜

◆	

夏
季
休
館

	

八
月
十
二
日（
日
）〜
十
六
日（
木
）

◆	

月
に
一
度
の
喫
茶
室　

毎
月
第
三
火
曜
日

	

八
月
は
お
休
み
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

く
に
も
の
（
30
）　

衆
鱗
図
「
鯛
」 

「
月
に
一
度
の
喫
茶
室
」
以
外
は
予
約
が

必
要
で
す
。
お
申
込
み
・
お
問
合
せ
は
、

当
財
団
事
務
局
ま
で（
水
曜
日
休
館
）

高
松
市
番
町
二
丁
目
一
─
十
二

☎（
０
８
７
）８
２
６
─
３
３
５
５

　

昨
秋
、
テ
レ
ビ
番
組
「
美
の
巨
人
た
ち
」
で
衆
鱗
図
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。
江
戸
時
代
の
讃
岐
高
松
五
代
藩
主
・
松
平
賴
恭

が
作
ら
せ
た
世
界
最
高
峰
の
魚
類
図
鑑
だ
と
聞
き
慣
れ
た
俳
優

の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
始
ま
り
、
絵
画
手
法
の
解
説
や
大
胆
な
カ

メ
ラ
ワ
ー
ク
の
連
続
は
、
ま
る
で
、
殿
さ
ま
の
博
物
図
譜
の
頁

を
繰
っ
て
い
る
よ
う
な
臨
場
感
が
あ
り
ま
し
た
。  

お菓子な話　その35

幸せになれるスイーツ発見

　加賀百万石、今の石川県付近を統治していた前田家が
1583年の賤ヶ岳の戦い以降、1871年の廃藩置県まで百万石
を維持していたことでそう呼ばれています。
　金沢市と高松市は文化・観光交流都市で加賀藩前田家と
高松藩松平家は歴史的にも深い繋がりがあり、兼六園と栗林
公園という日本を代表する大名庭園も有名です。さらに国の
出先機関も多く人口規模もほぼ同じという共通点があり、身
近に感じて訪れた方も多いと思います。
　そんな金沢でさらに有名なのが金箔です。今では国内生産
の99％以上占めています。なぜ金沢で金箔製造が盛んになっ
たかというと日本海側特有の気候に大きな秘密があるそうで
す。金箔の厚さは一万分の1〜3mm、そのため静電気を極端
に嫌うので日照率が低く、湿度の高い金沢が適していたと言
われています。
　そんな金箔が一枚丸ごと乗ったソ
フトクリームを発見しました。細かい
金箔が乗ったスイーツは金沢に行くと
色々出会えますが金箔一枚となるとこ
こだけです。
　味も香りも栄養も全くありませんが、
なぜか笑顔になってしまいます。金沢
を訪れた際にはぜひご賞味ください。高松松平家歴史資料

香川県指定有形文化財「衆鱗図　第一帖」
（画像提供：香川県立ミュージアム）

財
団
行
事
予
定

（
六
月
〜
八
月
）

　

魚
の
形
に
切
り
抜
い
た
台
紙
に
銀
箔
を
施
し
、
そ
の
上
に
鱗
を
描
き
、
胡
粉
を
塗
っ
て
陰
影
を
つ

け
た
立
体
感
や
潤
っ
た
目
な
ど
、
水
揚
げ
さ
れ
た
ば
か
り
の
生
き
生
き
と
し
た
鮮
度
を
も
描
き
込
ん

だ
超
絶
技
巧
の
美
の
世
界
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
写
し
出
し
て
い
き
ま
す
。

　

讃
岐
三
白（
砂
糖
・
塩
・
綿
）で
財
を
成
し
た
天
下
に
名
高
い
海
城
な
れ
ば
こ
そ
と
美
術
の
背
景
も

語
ら
れ
な
が
ら
、
藩
主
の
命
を
受
け
た
平
賀
源
内
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
で
絵
師
・
三
木
文
柳
が
描
き
上

げ
た
と
い
う
、
わ
ず
か
に
ブ
ル
ー
や
黄
色
を
配
し
た
見
事
な
桜
鯛
の
披
露
ぶ
り
で
し
た
。

　

古
来
、
お
め
で
た
い
席
に
欠
か
せ
ぬ
海
の
幸
、
ま
さ
に
今
が
旬
の
「
さ
ぬ
き
も
の
」
で
す
。



表千家同門会香川県支部	 ☎（087）845－4638

7/8	 東讃四季茶会　席主：美澤宗包
	 中條文化振興財団
	 	 600円　9:00～15:00

香川大学表千家流茶道部	 ☎ 090－8977－8417

6/10	 亀阜民協フェスタ子供茶会
	 亀阜小学校	 120円　10:00～14:30
6/17、7/15、8/19
	 月釜　龍光塾	 500円　10:00～14:00

琴平月釜茶道会	 ☎（0877）58－9551

6/24	 月釜　席主：宮武宗隆
	 松尾寺	 500円　9:00～15:00

茶道裏千家淡交会香川支部	☎（0877）62－0798

6/10	 坂出分会　菖蒲茶会　席主：A班
	 川津菖蒲園	 300円　10:00～15:00
6/24	 善琴分会　月釜　席主：宮武宗隆
	 松尾寺	 500円　9:00～15:00
7/1	 坂出分会　月釜　席主：佐々木宗和
	 勤労福祉センター
	 	 500円　10:00～14:00
7/15	 善琴分会　月釜　席主：和善会
	 樟蔭軒	 500円　9:00～14:00
7/15	 多度津分会　月釜　席主：仁信宗和
	 総合福祉センター2F
	 	 500円　10:00～15:00

9/2	 坂出分会　月釜　席主：平尾宗可社中
	 勤労福祉センター	500円		10:00～14:00

茶道裏千家淡交会高松支部	☎（087）861－3136

6/17	 高松市市民文化祭　席主：平池宗秀
	 披雲閣　有料
＜淡交会高松支部　月釜＞
	 前売600円・当日700円　9:00～15:00
6/3	 席主：田中宗聖　大西・アオイ財団
7/1	 席主：白井宗美　中野天満宮
9/2	 席主：近藤宗多　中野天満宮

茶道石州流琴松会	 ☎（087）888－5311

7/8	 栗林公園月釜　席主：茶道石州流琴松会
	 栗林公園掬月亭	 600円　9:00～15:00

三癸亭賣茶流高松支部高松仙友会	☎（087）865-2260

6/10	 栗林公園月釜　席主：北岡朱美
	 掬月亭	 600円　9:00～15:00
6/24	 高松仙友会茶会
	 席主：池内明子社中（第一席）・
	 　　　金澤志保社中（第二席）
	 玉藻公園披雲閣	 1,100円	9:00～15:00
8/5	 蓮見茶会　席主：片山美子
	 栗林公園掬月亭	1,200円	6:30～13:30

東讃茶道懇話会	 ☎（087）898－0391

7/15	 月釜　席主：裏千家　鈴木浩子
	 池戸西徳寺	 600円　9:00～15:30

8/5	 七夕茶会　席主：石州流　安西社中
	 池戸西徳寺
	 700円	 8:00～15:00（茶筅供養7:30～）

武者小路千家香川官休会　☎（087）851－2258

7/1	 香川官休会月釜　席主：長町千津子
	 無量寿院	 600円　9:00～15:00
8/5	 蓮見茶会　席主：香川官休会
	 栗林公園商工奨励館
	 	 1,200円　6:30～13:30

高松市香南歴史民俗郷土館	☎（087）879－0717

＜由佐城月釜茶会＞第2研修室（和室）
	 	 当日500円　9:30～14:30
6/17	 席主：安部宗代（茶道石州流宗家高松会）
7/15	 席主：熊野宗翆（裏千家）
8/19	 席主：香南町こども茶華道教室（裏千家

伝統文化こども茶華道代表	安田宗輝）

栗林公園内花園亭	 ☎（087）831－5255

7/15	 花園亭　朝茶会
	 席主：石州流讃岐清水派　石原宗幹
	 3,000円（点心付）	 7:00～11:00

中條文化振興財団	 ☎（087）826－3355

6/17	 六月月釜　五人様茶会	 5,000円
	 席主：男性茶道軍団　茶楽
以上の茶会はいずれも点心席を含みます。
詳細は、財団行事予定をご覧ください。

茶 華 道 ガ イ ド

7/7	 株式劇団マエカブ2018年本公演
	 「歌舞伎門事変」	 19:00～●
7/8	 株式劇団マエカブ2018年本公演
	 「歌舞伎門事変」
	 	 ①11:00～、②15:00～●
8/11	 小濱妙美　ハートフルスペシャル

コンサート	 14:00～●

鎌田共済会郷土博物館	 ☎（0877）46－2275

7/28	 「つまみ細工体験講座」
	 講師:櫛橋利恵（はな華工房）
	 2階講堂	 13:30～●
	 （先着30名、申込7/3～、小学2年生以

下は保護者同伴）

坂出市民美術館	 ☎（0877）45－7110

～6/17	 さかいでの四季
	 フォトコンテスト2018	 9:00～■

かまどホール	 ☎（0877）46－2178

6/1～10	 備前焼　備前　藤原親子3人展
	 	 10:00～■
6/16～7/16	漆芸展　北岡省三　工友会展　前期
	 	 10:00～●
7/21～8/26	漆芸展　北岡省三　工友会展　後期
	 	 10:00～●
9/1～30	 薩摩百倍　絵画
	 横田真由美　お針子
	 おだやかに	 10:00～●

多度津町政策観光課	 ☎（0877）33－1116

【多度津町立資料館】

～6/30	 「林	良斎」生誕210年記念企画展
	 	 9:00～■
8/1～31	 戦争資料展	 9:00～■

サクラートたどつ（多度津町民会館）	☎（0877）33－3330

7/16	 近藤バレエ研究所・
	 近藤バレエ団公演
	 ホール	 13:30～●
8/12	 第40回善一管弦楽部定期演奏会
	 ホール	 18:30～■

丸亀市産業文化部文化課	 ☎（0877）24－8822

7/29	 ミモカ　フラフェスタ
	 丸亀市猪熊弦一郎現代美術館ゲート

プラザ	 14:00～（予定）■
8/27～9/9	 HOTサンダルプロジェクト2018
	 作品展覧会　未来の収穫祭2018
	 丸亀市生涯学習センター1階ギャラリー
	 	 9:30～■

丸亀市文化協会	 ☎（0877）24－8822

9/1	 第14回香川県文化協会西讃支部
	 舞台発表会
	 観音寺市民会館小ホール	 10:00～■

丸亀市猪熊弦一郎現代美術館	☎（0877）24－7755

～7/1	 ［企画展］荒井茂雄展　人生の詩
	 	 10:00～●
	 会期中の第1日曜日　キュレーターズ・

トーク	 各日14:00～■
～7/1	 ［常設展］猪熊弦一郎のおもちゃ箱	
	 	 10:00～●

	 会期中の第1日曜日　キュレーターズ・
トーク	 各日15:00～■

～11月までの毎月第1日曜日
	 いのくまさんの日	 10:00～■
～3/31	 丸亀ここがMIMOCA
	 	 10:30～、13:00～■
6/16～17	 丸亀ここがMIMOCA　キッズデイ
	 遊ぼう！水彩絵具と土ねんど
	 対象:2歳～中学生（未就学児は要保

護者同伴）	 10:00～■
7/14～9/30	［企画展］猪熊弦一郎展
	 風景、顔（仮）	 10:00～●　
7/14～9/30	［常設展］MIMOCA展（仮）	10:00～●　

丸亀市立資料館	 ☎（0877）22－5366

7/21～9/17	次世代に伝えたい　戦争の記憶展
	 1階企画展示室	 9:30～■

ぎゃらりぃ風	 ☎090－9328－0047

6/6～12	 綾歌絵画研究会展（第12回）
	 	 10:00～■

あーとらんどギャラリー	 ☎（0877）24－0927

6/9～7/1	 周	豪　展	 10:00～■

わが家ギャラリー木きん堂	☎（0875）63－4920

6/5～10	 「古布を楽しむ．．．」
	 着物リメイクの洋服、バッグ、小物等

の展示販売	 9:40～■
6/12～17	 「チョークアートとちりめん細工」
	 トールペイント、ちりめん細工、チョー

クアート等の展示販売	 9:40～■

「文化通心」第99号は9月1日発行です。次の期間（9月1日から12月末日）の情報を、9月10日までにお知らせ下さい。	 FAX（087）826－2212

イ ベ ン ト ガ イ ド



高松市歴史資料館	 ☎（087）861－4520

【サンクリスタル高松】
～6/24	 収蔵品展「LOCAL	STUDIES～郷土

を愛した人が残したもの～」（書籍・
写真・玩具・民芸品等を展示・紹介）

	 企画展示室	 9:00～●
6/23	 讃岐村塾講演会（多和天体望遠鏡

博物館長村山昇作氏による講演）
	 視聴覚ホール	 13:30～■
7/14～9/2	 企画展「香川の『光』を『観』る」（仮）

（全国に誇れる香川の歴史・文化のト
ピックをものしり事典風に展示・紹介）

	 企画展示室	 9:00～●
7/21	 讃岐村塾夏休みセミナー「宇宙を知

ろう―讃岐の大宇宙論者佐藤勝彦博
士と弘法大師」（高松市こども未来館
名誉館長佐藤勝彦氏、真言宗善通寺
教学部長坂田知應氏による講演等）

	 視聴覚ホール	 13:30～■

菊池寛記念館	 ☎（087）861－4502

【サンクリスタル高松】
＜各月の文芸講座＞（先着80名）
	 3階第1集会室	 13:30～■
6/2	 菊池寛の立聞き
	 講師:石岡久子（菊池寛研究家）
7/7	 「平家物語・那須与一」のあはれ
	 講師:小野泰子（元四国学院大学教授）
8/4	 夢にだに見えこぬ魂の行く方たづねよ

―「夢」を通して考える―
	 講師:西山弘子（香川大学教育学部教授）
9/1	 戦後世界と〈歌声〉について
	 講師:渡邊史郎
	 （香川大学教育学部准教授）

玉藻公園	 ☎（087）851－1521

6/3	 第34回英公様追悼水任流游泳祭	内濠　
6/17	 高松市茶華道協会文化祭
	 「茶会といけ花展」　披雲閣
8/18	 高松城野外映画上映会2018
	 桜の馬場	 ●
4～9月毎週金曜日
	 高松城	お城ヨガ（50分程度・雨天中止）
	 桜の馬場	 6:30～●

公益財団法人香川県教育会館	☎（087）833－0013

【ミューズホール】
6/17	 香川県高校放送コンテスト	9:15～■
8/14	 高松西高コーラス部OB会
	 第36回夏の演奏会	 17:00～■

香川県文化振興課	 ☎（087）832－3785

【レクザムホール】
6/4	 オカリナ七重奏団G.O.B
	 小ホール	 19:00～●
6/17	 ダン・タイ・ソン　ピアノリサイタル
	 大ホール	 14:00～●
7/7	 台湾　桃園市立武陵高級中学管弦

楽団演奏会
	 小ホール	 16:00～■
7/10	 松田華音　ピアノリサイタル
	 小ホール	 19:00～●
7/14	 20世紀最後の巨匠
	 イヴリー・ギトリスの世界
	 小ホール	 19:00～●
8/26	 かがわジュニア・フィル
	 第17回定期演奏会
	 大ホール	 13:30～●

高松市文化財課	 ☎（087）839－2660

6/3	 水任流発祥375年記念
	 英公様追悼游泳祭
	 玉藻公園内堀	10:00～（入園料要）■
6/24	 ふるさと探訪
	 木太・今里の史跡を訪ねる
	 場所未定	 9:30～■
7/8、15	 水任流大的場講習会
	 大的場海岸	 10:00～●

高松市文化芸術振興課	 ☎（087）839－2636

【高松国分寺ホール】

6/9	 うたごえホール　ホール	 10:00～■
6/22	 新沢としひこソロコンサート
	 ホール	 18:30～●
6/23	 アスク・ミュージック・ファミリー・

コンサート　ホール	 14:00～●
7/7	 メダカ先生の飼い方講座
	 ホール	 10:00～■
7/14	 ファミリー映画会
	 （子ども向け・作品未定）
	 ホール	 ①10:30～②13:30～●
8/4	 ロクディムジャパンツアー
	 （即興芝居ライブ）、
	 夏休みお子様店長のフリーマーケット
	 ホール・ロビー	11:00～（ロクディム●）
8/5	 夏休みこども工作教室、
	 親子で楽しむ落語会
	 ホール・ロビー	時間未定（材料費要）■

【サンポートホール高松】

7/28	 瀬戸フィルティータイムコンサート
	 夏まつりinおばけ村
	 第2小ホール	 11:00～、13:30～●

NHKふれあいギャラリー	 ☎（087）825－0160

6/5～10	 『2018』選抜写真展
	 カルチャー写真クラブ	 9:30～■
8/2～12	 ぼくの絵わたしの絵展　美術教育振

興協会、NHK高松放送局	 9:30～■

かをり園	 ☎（087）821－5957

7/3～8	 煎茶道具展　日頃見ることの少ない
煎茶道具を多数展示即売

	 ライオン通り本店	 10:00～■

ギャラリーen	 ☎（087）851－3711

6/8～13	 川添	微　エメラルド展	 10:00～■
6/20～27	 岸野	承（木彫）、寛（陶芸）
	 兄弟展（初個展）	 10:00～■
7/7～14	 荒川	尚也　ガラス展	 10:00～■
7/20～27	 加藤	亮太郎　陶芸展（初個展）
	 	 10:00～■

珈琲倶楽部　欅	 ☎（087）823－0160

6/6	 朗読会（要予約）	 13:00～■
6/24	 ボサノバ・フェリアードライブVOL.10
	 1部13:30～、2部15:30～（各定員20名）	●
7/3～22	 「布ぞうり展」	 10:00～■
8/3～19	 「ファミリー展」山口和馬・Ben
	 	 10:00～■

ギャラリーFine Art21	 ☎090－4507－4892

7/3～8	 高尾佳孝展　水彩画の作品展
	 	 11:00～■
7/10～15	 第26回彩水会展
	 ハガキ絵の同好会展	 11:00～■

7/18～22	 福嶋伸彦陶芸展
	 福井県の陶芸家の作品展	 11:00～■

高松市香南歴史民俗郷土館	☎（087）879－0717

6/2～7/15	 企画展「第13回わが家のお宝展」
	 2階市民ギャラリー	 9:00～■

高松市塩江美術館	 ☎（087）893－1800

～8/12	 ［平成30年度第Ⅰ期常設展］
	 花と海―移ろいゆく表情―	9:00～●
～7/1	 ［企画展］冨本七絵展
	 ―情景の意志―	 9:00～●
7/7～8/12	［企画展］タイトル未定	 9:00～●
7/15、16	 風鈴づくり教室（各日定員20名）
	 講師:貴志勉	 10:00～●
8/4	 美術館の日　入館無料、
	 無料ワークショップ開催	 ■

高松市石の民俗資料館	 ☎（087）845－8484

～6/10	 企画展「朝倉彫刻欄間展」
	 企画展示室	 9:00～●
6/15～24	 共催展「水無月展」	 9:00～■
6/29～7/8	 共催展「文月展」	 9:00～■
7/28～9/9	 企画展「第32回思可牟展」	 9:00～●

綾川町教育委員会	 ☎（087）876－1180

8/25	 滝宮の念仏踊（5年に1度の総踊の年）
	 滝宮神社8:00～、滝宮天満宮13:20～
	 （雨天の場合、滝宮小学校体育館）	■

土庄町教育委員会	 ☎（0879）62－7013

9/2	 第19回小豆島童謡音楽祭
	 中央公民館	 13:30～■

さぬき市志度音楽ホール	 ☎（087）894－1000

6/24	 New	Artists	Recital	Vol.29
	 國方里佳・木村佳子
	 ジョイントリサイタル	 14:00～●
7/15	 第9回志度音楽ホール
	 リレーコンサート	 9:30～■

東かがわ市教育委員会生涯学習課	☎（0879）26－1238

【東かがわ市交流プラザ】
6/27	 イタリアンシェフの料理教室
	 多目的ホール	 10:00～●
7/22	 ゴルゴ松本講演会
	 多目的ホール	 14:00～●

香川県立東山魁夷せとうち美術館	☎（0877）44－1333

～7/16	 第1期テーマ作品展
	 「生誕110年記念　ひとすじの道／
	 収蔵作品でたどる東山魁夷」	
	 	 9:00～●
7/19～9/9	 第2期テーマ作品展
	 「写生と下図／
	 風景を見つめるまなざし」
	 「魁夷　海を想う」	 9:00～●

坂出市建設経済部産業課にぎわい室	☎（0877）44－5015

6/1～14	 かわつ花菖蒲園一般開放
	 かわつ花菖蒲園	 9:00～■
	 3日　かわつ花菖蒲祭り	 9:00～■
	 10日　茶会　300円	 10:00～15:00
6/2	 さかいで三島物語～櫃石島・岩黒島編～
	 坂出市観光案内所	 9:00～●

坂出市民ホール	 ☎（0877）45－1505

6/24	 坂出ウッドブラスアンサンブル
	 2018演奏会	 13:30～●

●は有料、■は無料、▲は参加料、★は整理券が必要です。（記号表記は判明したもののみ）	 ※上記予定は変更する場合もあります。
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「文化通心」第99号は平成30年9月1日発行です。
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平成30年度
財団賞推薦募集
詳細は、財団ホームページ
をご覧頂くか、事務局まで
お問い合わせ下さい。
【提出締切】平成30年6月30日

　

今
年
度
は
、
八
団
体
か
ら
の
申
請
が
あ
り
、
審
議
の
結
果
、

第
二
十
五
回 

中
條
文
化
振
興
財
団 

助
成
金
交
付
団
体
に
次
の

四
件
が
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

［
助
成
金
交
付
団
体
］

❶
鬼
ヶ
島
文
化
村　

代
表　

松
内
日
出
男

　
「
第
二
回　

Ｍ
Ｅ
Ｇ
Ｉ　

め
き
め
き
」
の
開
催

❷
香
川
県
陶
芸
協
会　

代
表　

伊
藤
信
夫

　

香
川
県
陶
芸
協
会
五
十
周
年
記
念
事
業

　
「
讃
岐
の
や
き
も
の　

縄
文
か
ら
現
代
ま
で
」
の
開
催

❸
高
松
東
部
商
店
振
興
会　

代
表　

佐
野
滝
子

　

能
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
〜
香
川
ゆ
か
り
の
能
楽
を
知
ろ
う
〜

　

古
高
松
中
学
校
、
牟
礼
中
学
校
、

　

屋
島
中
学
校（
屋
島
東
小
学
校
）に
て
開
催

❹
西
谷 

美
紀　
　

　

和
田
邦
坊
の
デ
ザ
イ
ン
を
発
掘
す
る
事
業（
３
）

　

報
告
書
の
作
成（
Ｂ
５
サ
イ
ズ
、
カ
ラ
ー
）

　

夏
期
講
習
の
内
容
が
決
ま
り
ま
し

た
の
で
ご
案
内
致
し
ま
す
。
今
年
も

色
々
な
観
点
か
ら
茶
の
湯
の
世
界
を

お
楽
し
み
い
た
だ
け
る
内
容
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

【
日
程
と
内
容
】

 

第
一
回 　

七
月
二
十
九
日（
日
）

　

宮
武 

慶
之（
文
化
情
報
学
博
士
）

　
「
茶
の
掛
物
」

 

第
二
回 　

八
月
四
日（
土
）

　

中
村 

宗
哲

　
（
千
家
十
職  

塗
師  

十
三
代
当
主
）

　

諏
訪 

蘇
山

　
（
陶
芸
家　

諏
訪
家
四
代
当
主
）

　
「
中
村
宗
哲
家
の
漆
工
芸
と

　

諏
訪
蘇
山
家
の
陶
芸
」

 

第
三
回 　

八
月
五
日（
日
）

　

岩
間 

眞
知
子

　
（
日
本
医
史
学
会
代
議
員
、
人
間 

　

文
化
研
究
機
構
共
同
研
究
員
）

　
「
お
茶
と
養
生
―
『
喫
茶
養
生
記
』 

　

を
中
心
に
」

 

第
四
回 　

八
月
十
八
日（
土
）

　

筒
井 

紘
一（
茶
道
資
料
館
顧
問
）

　
「
利
休
の
茶
」

 

第
五
回 　

八
月
二
十
六
日（
日
）

　

芳
野 

宗
春

　
（
武
者
小
路
千
家
幹
部
職
分
格

　

芳
野
家
三
代
当
主
）

　
「
日
本
の
歳
事
と
し
き
た
り
を

　

楽
し
む　

後
半
」

会
場　

財
団
茶
室
「
晴
松
亭
」
広
間

時
間　

午
前
の
部 

十
時
三
十
分
～

　
　
　

午
後
の
部 

十
四
時
～

定
員　

各
回
三
十
名

会
費　

一
万
円（
五
回
セ
ッ
ト
券
）

　
　
　

高
校
・
大
学
生
は
五
千
円

　

参
加
ご
希
望
の
方
は
、
事
務
局
ま

で
お
申
込
み
下
さ
い
。
お
申
込
み
の

際
は
、
午
前
か
午
後
の
ど
ち
ら
か
の

コ
ー
ス
を
お
選
び
下
さ
い
。

「
と
て
も
清
々
し
く
て
、
高
齢
の
私
も

少
し
若
返
っ
た
気
分
に
な
り
ま
し
た
」

と
若
人
茶
会
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
方

か
ら
お
葉
書
が
届
き
ま
し
た
。

　

新
学
期
に
な
っ
て
ひ
と
月
足
ら
ず
、

先
輩
た
ち
を
送
り
だ
し
、
新
入
生
は
ま

だ
部
活
動
に
慣
れ
て
い
な
い
こ
の
時
期

に
、
ご
指
導
さ
れ
る
先
生
方
も
ご
苦
労

さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
中

で
、
大
人
と
共
に
一
生
懸
命
準
備
に
取

り
組
ん
で
い
る
若
者
の
姿
は
、
と
て
も

た
く
ま
し
く
見
え
ま
し
た
。

　

茶
道
を
通
じ
て
伝
統
文
化
に
触
れ
ら

れ
た
こ
と
、
い
ろ
い
ろ
な
方
々
と
の
交

流
が
で
き
た
こ
と
な
ど
、
若
者
た
ち
が

何
を
ど
う
感
じ
た
か
、
そ
れ
ぞ
れ
が
心

に
留
め
、
大
人
に
な
っ
て
欲
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

N.Y.から高松市亀水に製作拠点を
移されて、精力的に活動を続けら
れている『宇宙シリーズ』の作品群
が、瀬戸内を一望するギャラリー
でご覧頂けます。2席のお茶席と
のコラボでお楽しみ下さい。

日　時	 平成30年7月15日
	 午前10時から午後3時まで
会　場	 高松市亀水町1411
	 川島猛アートファクトリー
	 （旧オリエンタルモーター
	 亀水工場）
お茶席	 裏千家　横倉宗翠社中
	 男性茶道軍団　茶楽
茶席券	 3000円
主　催	 川島猛ドリームフレンズ
お申込	 NPO法人アーキペラゴ
	 ☎︎ 087－813－1001

川島猛アートファクトリー　
浴衣茶会

あ
・
う
ん
の
数
寄
講
座 

第
四
回
「
茶
の
湯
を
さ
ら
に
楽
し
む
夏
期
講
習
」

平
成
三
十
年
度 

助
成
金
交
付
団
体
決
定
の
お
知
ら
せ


